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あいさつ 新地町長　

大堀　武

準
備
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
が
２
年
目
と
な
る
第
６
次
新
地
町
総

合
計
画
で
は
10
年
後
の
町
の
将
来
像
と
し
て
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る　

活
力
あ
る
ま
ち　

し
ん
ち
」
を
掲

げ
ま
し
た
。
将
来
の
新
地
町
は
、災
害
に
強
い
ま
ち
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、
防
災
シ
ス
テ

ム
の
更
新
や
防
災
拠
点
の
強
靭
化
、
通
学
路
や
地
域

の
見
守
り
活
動
な
ど
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
る

と
と
も
に
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
就
労
支
援
や

出
会
い
の
場
、
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
若
い
力

を
後
押
し
で
き
る
施
策
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
、
地

域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
交
流
や
商
工
業
・
農
林
水

産
業
の
振
興
・
復
興
の
た
め
、
情
報
発
信
の
充
実
と

広
域
的
な
観
光
連
携
、
地
元
企
業
支
援
や
６
次
産
業

化
、地
産
地
消
と
担
い
手
の
創
出
に
力
を
注
ぎ
、様
々

な
形
態
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
将
来
像
実
現
の
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

の
「
協
働
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
行
政
と
地
域
、
各

種
団
体
や
事
業
者
な
ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
意
見
を
出
し
合
い
対
話
を
し
て
い
く
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
、
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
新
し

い
年
が
健
や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
４
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
町
政
の
運
営
に
対

し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
新
た
な
決
意
で
復
興
を
誓
っ
た
昨
年
は
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
発
展
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ

た
先
人
た
ち
と
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
方
の
お
力
添

え
に
よ
り
、
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
た

め
て
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地
震
で

は
、
22
戸
の
全
壊
家
屋
を
含
め
、
１
，
５
０
０
戸
を

超
え
る
家
屋
が
被
災
し
ま
し
た
。
津
波
の
発
生
や
、

人
命
に
か
か
わ
る
事
故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
10
年
前
の
震
災
に
匹
敵
す
る
地
震
が
発
生
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
あ
ら
た
め
て
、
自
然
災
害
の
恐
ろ

し
さ
を
実
感
し
た
と
同
時
に
、
い
つ
、
い
か
な
る
時

で
も
、
今
回
の
よ
う
な
災
害
は
起
こ
り
得
る
事
だ
と

肝
に
銘
じ
て
、
災
害
対
策
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
取
り
組
み

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
希
望
者
に
２
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
行
い
、
本
年
に
は
３
回
目
の
接
種
に
向
け
た

新　年
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新地町議会議長　

遠　　満

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
町
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会

活
動
に
対
す
る
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
２
月
13
日
に
発
生
し
た
福
島
県
沖
地

震
に
よ
り
本
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
対
し
、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

改
め
て
予
測
が
難
し
い
昨
今
の
自
然
災
害
に
備

え
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
は
、
甚
大
な
経
済
的
・
社
会
的
影
響
を

も
た
ら
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
生
活
や
働
く
環
境
も

大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
今
後
も
な
お
長
期
に

及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や

飲
み
薬
の
開
発
が
進
ん
で
お
り
、
一
日
も
早
い
収
束

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
地
町
は
昨
年
、
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、
３

月
に
は
第
６
次
新
地
町
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る　

活
力
あ
る
ま
ち　

し
ん
ち
」
を

め
ざ
し
、
新
た
な
町
づ
く
り
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
後
に
新
た
な
施
設
が
整
備
さ
れ
、

防
災
緑
地
公
園
や
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
新
た
な

町
の
拠
点
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
新
た
な
施
設
と
既
存
の
地
域
資
源

を
活
用
し
、
産
業
の
振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
等
に

取
り
組
み
、
若
者
世
代
の
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払
拭
、
防

災
集
団
移
転
元
地
の
活
用
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
な

問
題
で
あ
る
大
規
模
災
害
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
あ
り

ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、町
民
の
目
線
に
立
ち
、

寄
り
添
い
な
が
ら
、
町
当
局
と
情
報
を
共
有
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
今
年
も
全
議
員
一
丸
と
な

り
、
町
づ
く
り
に
精
進
す
る
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
が
新
地
町
に
と
り
ま
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展

の
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
康

で
し
あ
わ
せ
な
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新年のご

謹　賀
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まちの話題

第８回さわやかだ わが家のおすすめ料理コンテスト・新地町十七字のふれあい事業表彰式

　11 月 24 日に「第８回さわやかだ わが家のおすすめ料理コンテスト」と「新地町十七字のふれ
あい事業」の優秀作品の表彰式を行いました。
　料理コンテストは「新地のこどもはさわやかだ」をスローガンとして、地産地消の推進と家庭
の食事での実践化を図るため行われているものです。今年度は「わが家のおすすめ朝食時短料理」
をテーマに町内の小中学生 ( 保護者 ) を対象に作品を募集し、応募総数 107 点の中から優秀作品５
点を表彰しました。
　十七字のふれあい事業は、人と人との関わりの中で感じた思いや願いなどを十七字で表現する
ことを通して、豊かな心と教育力の向上を目的としたもので、「食育」と「ICT」について作品を
募集し、応募総数 575 点の中から優秀作品を表彰しました。

優秀作品を表彰

料理コンテスト入賞者
十七字のふれあい事業
（食育の部）入賞者

十七字のふれあい事業
（ICT の部）入賞者

相双五城信用組合による寄附

　11 月 26 日に相双五城信用組合の梅澤理事長が町役場を訪
れ、大堀町長に寄附金を手渡しました。
　この活動は、相双五城信用組合 70 周年記念事業の一環とし
て行われ、いただいた寄附金は、地方創生包括連携協定によ
る協力事項の推進のために使われます。
　本協定は、地方創生の実現に向け、相互に協力を行い、将
来にわたり「活力ある新地町」を維持することを目的として
います。

活力ある新地町の推進に寄与

第 20 回新地町男女共生のつどい

男女共生社会を目指して
　11 月 23 日に第 20 回新地町男女共生のつどいを町文化交流
センターで開催しました。
　当日は約 100 人が参加し、男女共生について理解を深めま
した。
　本事業は、男女が互いの人権を尊重し、それぞれの個性と能
力を十分発揮して、あらゆる分野への参画ができる社会づくり
の気運を高め、これを推進することを目的としています。
　オープニングイベントと第二部で、Boost KIDS（ブーストキッ
ズ）の皆さんによるダンスパフォーマンスが行われ、第一部で
は、株式会社陽と人 ( ひとびと ) 代表取締役の小林味愛（みあい）
氏を迎え「地域資源を活用した女性ならではの商品開発」を演
題にオンライン講演会を行いました。



広報しんち R4.1.5（5）

新地発電産業株式会社による寄附

児童図書購入費として寄附
　11 月 29 日に新地発電産業株式会社の鎌田社長が町役
場を訪れ、佐々木教育長に寄附金を手渡しました。　　
　同社は、新地発電所で燃料受払設備の運転や石炭灰の
運搬、わくわくランドの運営など幅広く業務を担ってい
る会社です。
　いただいた寄附金は、創立 30 周年記念事業の一環と
して、新地町の子どもたちに役立てて欲しいと寄せられ
たもので、新地町図書館において児童図書購入に使われ
ます。

SHINCHI TOWN NEWS

新地町更生保護女性会

更生保護に尽力
　12 月 9 日に新地町更生保護女性会の方々が町役場を訪れ、
長年にわたる活動に対して門馬キヌ子 ( 中島 ) さんが東北地
方更生保護女性会連盟会長表彰を、目黒弘子 ( 小川 ) さんが
福島保護観察所長より感謝状を、それぞれ受賞したことを大
堀町長に報告しました。
　新地町更生保護女性会は、女性の持つあたたかさ、細やか
さを生かした活動を行っており、更生保護施設で食事作り、
諸行事への参加交流、物資の支援協力や地域の保護司の方々
と協力して誰もが安心して暮らせる地域社会づくりのための
活動を行っている団体です。

新地町納税貯蓄組合連合会

　12 月６日および７日に新地町納税貯蓄組合連合会が福田小学校、駒ケ嶺小学校へ納税啓発品を
贈りました。
　同連合会は、例年、租税教育推進事業の一環として、町が税務署や町教育委員会と連携して実
施する「租税教室」の際に、同連合会で製作した「納税標語入りボールペン」を児童に配布して
います。
　今年度、福田小学校および駒ケ嶺小学校は、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、「租税教室」
が開催できなかったため、同連合会の佐藤会長と齋藤副会長が小学校に訪問し、全校児童分のボー
ルペンを寄贈しました。
　なお、新地小学校には、６月 10 日に「租税教室」を開催した際に全校児童へボールペンを配布
しています。

小学校へ納税啓発品を寄贈

▲福田小学校への寄贈 ▲駒ケ嶺小学校への寄贈

▲右から２番目、門馬キヌ子さん

　中央、目黒弘子さん
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まちの話題

新地銘酒「鹿狼山」完成発表会

　町の特産品として親しまれている純米吟醸「鹿狼山」の完成発
表会が 12 月 14 日、鹿狼の湯で行われました。
　関係者 27 名が参加し、出来栄えを確かめました。
　今回完成した「鹿狼山」は、香り高く、コメの甘みを楽しめ
る口当たりがいいお酒に仕上がったとのことです。

第 31 回福島県少年空手道選手権大会

県大会で健闘
　12 月 10 日に、第 31 回福島県少年空手道選手権大会に出場
した目黒稟椛さん ( 形競技第２位 )( 木崎 )、目黒莉明菜さん ( 形
競技第３位・組手競技第３位 )( 木崎 )、佐々木心花さん ( 形競
技優勝・組手競技敢闘賞 )( 中島 )、只野梨花さん ( 形競技第２
位・組手競技第３位 )( 深町 ) が町役場を訪れ、大堀町長に入
賞を報告しました。
　一人一人が感想を述べた後、町長が「メダルは一生の宝で
あり、大事にしてほしい。次はみんなが優勝できるように頑
張ってほしい。」と健闘をたたえました。

株式会社 ADEKA による寄附

　株式会社ＡＤＥＫＡ相馬工場と株式会社ＡＤＥＫＡ労働組
合相馬分会から 12 月 13 日、町へ寄附をいただきました。
　髙橋工場長、星相馬分会長が町役場を訪れ、大堀町長に寄
附金を手渡しました。
　同社からの寄附は東日本大震災以前より継続していただい
ており、寄附金は教育振興に活用されます。

町の教育振興へ寄与

まちづくり懇談会

　12 月 15 日、町文化交流センターでまちづくり懇談会を開催
しました。
　行政と町民の皆さんが、町政などについて意見を交わすこと
を目的に行っているものです。
　今年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、出席者を
行政区、地区の役員や町内の各種団体等に限定しました。
　当日は約 100 名が参加し、町から第６次新地町総合計画や主
要事業の説明後、まちづくりに関して活発な意見交換が行われ
ました。

まちづくりについて意見交換

美味しい新酒ができました
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　新地町議会定例会 ( 令和３年第６回 ) は、12 月３日から 12 月８日までの６日間の会期で開催さ
れました。
　今回の議会は「新地町国民健康保険条例の一部を改正する条例について」をはじめ議案９件を
提出し、可決されました。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て　
福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

準
じ
、
一
般
職
員
の
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
０
．１
５
月
分
、

再
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
０
．
０
５
月
分
引
き

下
げ
ま
し
た
。

SHINCHI TOWN NEWS

新地町スポーツ推進委員

　12 月 16 日に、町文化交流センターで表彰状伝達式が行
われました。
　八巻京子さん ( 高田 ) が全国スポーツ推進委員連合会より、
30 年勤続スポーツ推進委員感謝状を、菅野孝雄さん ( 菅谷 )
が東北地区スポーツ推進委員協議会より功労者表彰をそれ
ぞれ受賞し、佐々木教育長が感謝状と表彰状を伝達しまし
た。
　佐々木教育長は「町内のスポーツ振興に対する委員の方々
のサポートに感謝している」とたたえました。

スポーツ振興の推進に尽力

区分 改正前 改正後

出産育児一時金 404,000 円 408,000 円

加算額
( 掛金分 ) 16,000 円 12,000 円

出産育児一時金
( 総額 ) 420,000 円 420,000 円

町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
期
末

手
当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

福
島
県
人
事
委
員
会
勧
告
及

び
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
改
正
を
踏
ま
え
、
期
末
手
当

の
支
給
月
数
を
０
．
０
５
月
分

引
き
下
げ
ま
し
た
。

新
地
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　

健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令(

令
和
３

年
政
令
第
２
２
２
号)

の
公
布

に
伴
い
、
令
和
４
年
１
月
１
日

か
ら
出
産
育
児
一
時
金
等
の
支

給
額
が
見
直
さ
れ
る
た
め
、
所

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

県
道
赤
柴
中
島
線
の
改
変
に

よ
る
一
部
移
管
及
び
JR
常
磐
線

側
道
の
整
備
完
了
に
伴
い
、
町

道
と
し
て
管
理
す
る
た
め
認
定

す
る
も
の
で
す
。

町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

　

県
道
赤
柴
中
島
線
の
改
変
に

伴
い
、
町
道
の
起
点
及
び
終
点

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

県
事
業
で
あ
る
二
級
河
川
地

蔵
川
河
川
改
修
事
業
に
伴
い
、

町
道
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

令
和
３
年
度
新
地
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
５
号)

に
つ
い

て
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
６
６
，
０
０
０
千
円
を
追
加

す
る
も
の
で
す
。

令
和
３
年
度
新
地
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
４
号)

に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ  

５
０
，
０
０
０
千
円
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

第６回新地町議会定例会　議案９件が可決されました

▲県道から移管となり町道に認定

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
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た

ろ新地町
児童館

ん

ぽ

ば

ひ

ぽ
Shinchi Town
Children's 
House

「
親
子
ダ
ン
ス
で
元
気
・
元
気
！
」

「
キ
ビ
タ
ン
♪
キ
ビ
タ
ン
♪
」

「
後
ろ
で
パ
タ
パ
タ
」・
・
・

　

い
つ
も
楽
し
い
音
楽
が
流
れ

て
い
る
児
童
館
。
12
月
の
た
ん

ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば
は
講
師
に
澁
谷
千

津
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
親
子

ダ
ン
ス
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
子
ど
も
た
ち
に
お

馴
染
み
の
「
キ
ビ
タ
ン
」
や
「
エ

ビ
カ
ニ
ク
ス
」
の
曲
に
合
わ
せ

て
踊
っ
た
後
、
お
母
さ
ん
向
け

に
「
Ｂ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
」「
夜
に
駆

け
る
」「
レ
イ
ン
オ
ン
ミ
ー
」
な

ど
、
講
師
の
動
き
を
お
手
本
に

音
楽
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
も
お

母
さ
ん
も
楽
し
い
雰
囲
気
に
浸

り
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て

か
ら
だ
を
動
か
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
中
は
、
前
傾
姿
勢
が

多
く
、
か
ら
だ
の
一
部
だ
け
を

動
か
し
が
ち
に
な
り
、
肩
こ
り

や
腰
痛
が
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
約
１
時
間
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
に
か
ら
だ
を
動
か
し
た
こ
と

で
、
日
頃
の
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス

が
発
散
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
心

地
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
た
親

子
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ

ま
し
た
。
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
だ

後
の
お
や
つ
タ
イ
ム
で
は
、
お

母
さ
ん
同
士
の
会
話
も
弾
み
ま

し
た
。

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
か
ら
だ

を
動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
り

が
ち
で
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
ひ
ろ
ば

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
な

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
も
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
体

操
と
一
緒
に
お
父
さ
ん
お
母
さ

ん
も
か
ら
だ
を
動
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
た
く
さ
ん
の
遊
具
も

あ
り
ま
す
の
で
、
親
子
で
気
軽

に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

たんぽぽひろばの予定
月日 内容 場所

１月 26 日㈬ 鬼のお面作りと「豆まき」 児童館

２月９日㈬ たんぽぽクッキング 保健センター

２月 16 日㈬ ひな人形をつくろう 児童館

児童館のご利用案内
開 館 時 間　月曜～土曜　10 時～ 18 時
休 館 日　日曜日・祝祭日・年末年始
午 前　なかよしひろば（月曜～土曜）
午 後　児童クラブ
　　　　　  ※土曜・長期休業期間は８時～ 18 時
◎問い合わせ　児童館（電話：６２－４４３２）

町ホームページ

※参加には事前の予約が必要です。
※今後の行事予定について、新型コロナウイルス感
　染症の状況により内容の一部変更や中止になる場
　合があります。
※詳しくは新地町ホームページ内「子育て支援サイ
　ト」をご覧ください。
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保育所から
こんにちは
福田保育所

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
♡

　

保
育
所
で
は
月
に
一
度
、
年

長
組
さ
ん
が
お
楽
し
み
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、透
明
な
鍋
を
使
い
、

米
か
ら
ご
飯
に
な
る
ま
で
を
体

験
し
ま
し
た
。

★
お
米
を
炊
こ
う
★

①
米
を
観
察
し
ま
す

　
『
パ
ラ
パ
ラ
し
て
る
～
』『
固

い
ね
～
』『
こ
れ
が
ご
飯
に
な

る
の
？
』
な
ど
の
声
が
あ
が
り

ま
し
た
。

②
米
を
研
い
で
み
よ
う

　

米
を
入
れ
た
ボ
ー
ル
に
水
を

入
れ
、
利
き
手
の
指
を
広
げ
て

少
し
指
を
曲
げ
ぐ
る
ぐ
る
回
し

ま
す
。
子
供
た
ち
が
順
番
に
行

い
ま
し
た
。

③
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
見
よ

う
　

米
に
水
を
吸
わ
せ
て
い
る
間

に
『
ピ
ー
マ
ン
マ
ン
の
お
米
が

行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

室
内
あ
そ
び
中
、
正
座
し
て
遊
ん

で
い
た
Ｎ
ち
ゃ
ん
…

『
せ
ん
せ
～
。
足
が
し
ゅ
わ
し
ゅ

わ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
～
』

　
正
座
し
て
足
が
し
び
れ
ち
ゃ
っ

た
み
た
い
で
す
！

1 月

行
事
予
定

【米を炊こう】 【米を研いでみよう】
母と子の健康 スケジュール

健康診査等 対象者 日時（受付時間）

母子手帳交付
妊娠とわかったら、な

るべく早く母子手帳の

交付を受けましょう。

１月 21 日㈮

２月４日㈮

９：00 ～ 10：00

３か月児健診
３年８月 21 日～

10 月 19 日生
１月 19 日㈬

12：30 ～ 12：45

10 か月児・
１歳児健診

３年４月・５月生
２年 12 月・３年１月生

２月７日㈪

13：00 ～ 13：15

１歳６か月児
健診 ２年５月～７月生

２月 14 日㈪

13：00 ～ 13：15

３歳児健診 30 年７月～９月生
１月 17 日㈪

13：00 ～ 13：15

ベビーとママの
リフレッシュ体操

生後２か月から１歳の誕

生日を迎える月までのお

子さんとその家族

１月 18 日㈫

10：00 ～ 11：00

◎問い合わせ　保健センター（電話：６２－２０９６）
※乳幼児健診の際には、『母子手帳』『バスタオル』『問診票』を
持参してください。当日体調が悪い場合や、都合の悪い方は、保
健センターにご連絡ください。

で
き
る
ま
で
』
を
見
て
、
米
が

ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
の
か

を
学
び
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
・
・
・

④
米
を
炊
こ
う

　

加
熱
す
る
と
ぶ
く
ぶ
く
泡
が

で
て
き
ま
し
た
。

『
い
い
に
お
い
～
』『
お
米
が
ジ

ャ
ン
プ
し
て
る
～
』
子
供
た
ち

は
真
剣
な
顔
で
鍋
を
の
ぞ
き
込

ん
で
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
鍋
の
蓋
を
あ
け
ま

す
！
湯
気
が
あ
が
る
と
同
時
に

『
お
お
～
♪
』
と
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

⑤
お
に
ぎ
り
を
作
ろ
う

　

さ
っ
そ
く
炊
き
あ
が
っ
た
ご

飯
を
、ラ
ッ
プ
で
に
ぎ
に
ぎ
・・・

一
人
ひ
と
り
違
っ
た
形
の
お
に

ぎ
り
が
で
き
ま
し
た
。

【おにぎりを作ろう】

★
い
た
だ
き
ま
～
す
★

　
『
い
た
だ
き
ま
す
』
を
し
て

お
楽
し
み
の
試
食
タ
イ
ム
で

す
。『
お
い
し
い
～
』『
あ
ま
い

ね
～
』『
も
ち
も
ち
で
美
味
し

い
♡
』
自
分
で
作
っ
た
お
に
ぎ

り
は
格
別
！
子
供
た
ち
は
ご
飯

本
来
の
美
味
し
さ
を
感
じ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ご
飯
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

力
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ね
♪

【お楽しみの試食タイム】
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《お知らせ》

『福 BOOK ろ！
　　　～出会ったことのない本に出会おう～』

１月５日 ( 水 ) ～なくなり次第終了
　今年も図書の福袋を実施します。いつもは
選ばない本に出会えて、新しい発見があるか
も…先着 50 袋限定です！
　　　　　『2021 年間ベストセラー』

１月５日 ( 水 ) ～２月 12 日（土）

　『季節のおすすめ絵本
～とらの絵本・冬のおはなし・節分～』

１月５日 ( 水 ) ～２月３日（木）

『ものがたりの賊』　　　　　　　　　真藤 順丈

◎一般書

◎ＣＤ
『沿志奏逢４』　　　　　　　　　　 bank band
『THE ALBUM JP ver』　　　　　　    BLACKPINK
『平成令和アニソン BEST』

図書館へ行こう
＝新着本・ＣＤ・ＤＶＤのご案内＝

Let's go to Library

『海のアトリエ』　　　　　　　　   堀川 理万子
『いたいのいたいのとんでけ～』　　   谷口 國博
『なぜてをあらうの ?』　　　    ミカーラ フローランス
『りりかさんのぬいぐるみ診療所』かんの ゆうこ
『さわって学べる図形図鑑』
『信じられない現実の生きもの図鑑』

◎児童書

　1923 年、大震災で壊滅状
態の帝都に、陸軍の胡乱な動
き、致死の感染症も忍び寄る。
そんな帝都を救うため、光源
氏、坊ちゃん、李徴ら日本文
学の名キャラクターたちが大
立ち廻り！彼らは無事帝都を
守り抜けるのか？

『せっしゃ、なべぶぎょうでござる！』　　　  しめの ゆき

　なべ田さんちは 6 人家族。
みんなくいしんぼうだけど、
食べ物の好みがばらばらで、
冬はなべをめぐって大激闘 ! 
末っ子のヒロの「みんなで仲
良くひとつのなべを囲みた
い」という願いを叶えようと
現れたのは…。食育におすす
め。

『残照の頂 続・山女日記』　　　　　  湊 かなえ
『中野のお父さんの快刀乱麻』　　　　　　  北村 薫
『特急リバティ会津 111 号のアリバイ』西村 京太郎
『我が家は前からソーシャル・ディスタンス』  綾小路 きみまろ
『妖しい忍者 消えた忍びと幻術師』
『有元家のさもないおかず』
『ギフテッドの個性を知り、伸ばす方法』

      　　　読み聞かせ会
日時　１月 15 日（土）
　　　 11 時～ 11 時 30 分
 　福島県沖地震の影響により休止していた

図書館ボランティア「スイミー」による

読み聞かせ会を再開します！

《トピックス》

『福田小学校２年生図書館見学学習』
11 月 24 日（水）

　福田小学校２年生が、生活科「みんなでつ
かうまちのしせつ」の学習で図書館に来館し
ました。
　図書館の使い方を説明して館内見学をした
あと、貸出体験をしてもらいました。

図書館カレンダー（１月）
日 月 火 水 木 金 土
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 2/1 ２ ３ ４ ５

■は休館日

図書館ＨＰ
ＱＲコード

◎ D V D
『ファンタスティック・ビーストと黒い魔法使い

の誕生』
『みをつくし料理帖』
『くまのプーさん』



広報しんち R4.1.5（11）

「1 学年特別授業」
　12 月 13 日㈪５・６時間目、「地域で仕事をつくる」をテー
マに、特別授業が行われました。国際教養大学の先生と院生
も出席し、飯舘村地域おこし協力隊の松本奈々さん、松尾洋
輝さんや秋田県五城目町の元地域おこし協力隊である柳澤龍
さんより、現在地域で取り組んでいる活動等についてご紹介
いただきました。生徒たちは地域振興の重要性を改めて感じ、
進路実現に向けて意識を高めました。

「秋季清掃活動」
　12 月２日㈭に秋季清掃活動を行いました。冷たい風が吹く中でしたが、グラウンドや校舎外の側
溝などを中心に、ゴミ拾いや落ち葉集めなどを行いました。生徒たちは学び舎に対し、感謝の気持
ちを込めて清掃し、奉仕作業を通して勤労と協力の心を養いました。

「インターンシップ」
　本校２年生は、12 月８日㈬から９日㈭までの２日間、インターンシップを行いました。
　社会福祉法人相馬福祉会特別養護老人ホーム相馬ホームで就業体験をした２年Ａ組の森優華さん
は、「利用者の方とお話しするときに聞き取りやすい声の大きさを出すのが難しかったのですが、
職員の方々や利用者の方々と集まってお話しするときに、仕事の楽しさを感じることができました。
この経験を今後の進路活動に生かしたいと思います。」と話してくれました。

新地高校SHINCHISHINCHI
HIGH SCHOOLHIGH SCHOOL  

◎問い合わせ　
企画振興課

（電話：６２―２１１２）
東北アクセス株式会社

（電話：２３－２９６４）

新地⇒仙台行き

新地町バスストップ ６時 53 分 7 時 53 分 8 時 53 分

仙台駅東口 ７時 55 分 8 時 55 分 9 時 55 分

あおば通り駅 8 時 10 分 9 時 10 分 10 時 10 分

東北大学病院前 8 時 25 分 9 時 25 分 ー

仙台⇒新地行き

東北大学病院前 12 時 55 分 14 時 35 分 ー

仙台駅東口 13 時 20 分 15 時 00 分 18 時 20 分

新地町バスストップ 14 時 20 分 16 時 00 分 19 時 20 分

仙台市へのお出かけは、新地町バスストップを利用しましょう！
　今年の４月１日にオープンした新地町バスストップ（常磐自動車道新地インターチェンジ高速バ
スのりば ) を利用し、高速バスで仙台市まで直行便で行くことができます。
　仙台駅まで約 60 分で到着します。お出かけや通院などにぜひご利用ください。
利用方法
　予約は不要で乗車券はご乗車の際に乗務員よりお買い求めください。
　駐車場は 48 台収容できる利用者無料駐車場があります。
高速バス時刻表 ( 毎日運行 )

運賃
片道券 ２回券

仙台駅東口

あおば通り駅
800 円 (400 円 ) 1,500 円 (750 円 )

東北大学病院 1,000 円 (500 円 ) 1,700 円 (850 円 )

※ (   ) 内の金額は、割引運賃になります。

・小学生以下と障がい者および運転免許返納者の方は半額になりま

　す。( 障がい者手帳・運転免許の取消通知書または運転経歴証明書

　を乗車時にご提示ください。)

・３歳以下無料です。

・中学生以上は「普通運賃」です。
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１
月
23
日
㈰

　

新
地
町
産
福
島
県
産

　

農
林
水
産
物
地
産
地
消

　

フ
ェ
ア

　

町
で
は
、
町
内
・
県
内
で
採

れ
た
農
林
水
産
物
の
販
路
拡

大
・
販
売
促
進
で
地
産
地
消
を

推
進
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り

新
地
町
産
福
島
県
産
農
林
水
産

物
地
産
地
消
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
町
内
・
県
内
で
採
れ

た
新
鮮
な
農
林
水
産
物
等
を
購

入
し
、
地
元
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
。

内
容

・
５
０
０
円
以
上
の
新
地
町
産

福
島
県
産
農
林
水
産
物
の
購
入

し
た
方
に
対
し
、
引
換
券
を
お

配
り
し
ま
す
。

・
お
買
い
上
げ
５
０
０
円
毎
に

引
換
券
１
枚
を
お
配
り
し
ま

す
。（
上
限
１
人
当
た
り
２
枚
）

引
換
券
の
使
用
方
法

・
フ
ェ
ア
開
催
当
日
に
、
開
催

店
舗
外
に
役
場
農
林
水
産
課
テ

ン
ト
を
設
置
し
、
そ
こ
で
引
換

券
と
農
林
水
産
物
を
交
換
し
ま

す
。

※
引
換
券
は
フ
ェ
ア
当
日
の
み

有
効
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時　

１
月
23
日
㈰

・
地
場
産
市
場
あ
ぐ
り
や

８
時
～
18
時

・
味
菜
ひ
ろ
ば
よ
り
み
ち

９
時
～
16
時

※
い
ず
れ
の
店
舗
も
配
布
品
が

な
く
な
り
次
第
、
終
了
と
な
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

・
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
の

基
本
対
策
を
徹
底
し
て
フ
ェ
ア

を
実
施
し
ま
す
。

・
来
場
さ
れ
る
方
は
、
マ
ス
ク

着
用
の
上
、
混
雑
す
る
時
間
を

暮らしの情報

i nformation

　

社
会
福
祉
協
議
会
の

　

弁
護
士
無
料
相
談
所

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
弁

護
士
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。

　

生
計
、
相
続
、
借
金
な
ど
の

専
門
的
な
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
日
常
生
活
で
お
悩
み
の
方

は
申
し
込
み
の
上
、
ご
相
談
下

さ
い
。

日
時　

2
月
10
日
㈭

13
時
～
15
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
内

担
当
弁
護
士　

ひ
ば
り
法
律
事
務
所

西
山　

健
司　

弁
護
士

※
都
合
に
よ
り
担
当
弁
護
士
が

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
協
議
会

☎
６
２
―
４
２
１
３

　

統
計
調
査
員
を

　

募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
各
種
統
計
調
査
に

従
事
す
る
新
地
町
統
計
調
査
員

協
議
会
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

統
計
調
査
員
と
は

　
「
統
計
調
査
員
」
は
、
調
査

票
の
配
布
、
回
収
や
点
検
、
整

理
な
ど
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

世
帯
や
事
業
所
と
直
接
や
り
と

り
を
す
る
、
統
計
調
査
の
仕
事

の
中
で
最
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容

　

調
査
ご
と
に
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
調
査
員
事
務
打
合
せ
会
へ
の

出
席

②
調
査
区
域
お
よ
び
調
査
対
象

の
確
認
・
調
査
票
配
布
の
た
め

の
書
類
準
備
等

③
調
査
対
象
へ
の
調
査
票
の
配

布
・
記
入
依
頼
・
回
収

④
回
収
し
た
調
査
票
の
検
査
・

整
理

⑤
調
査
票
等
の
関
係
書
類
の
提

出登
録
申
請
方
法

　
「
新
地
町
統
計
調
査
員
協
議

会
入
会
申
込
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
企
画
振
興
課

窓
口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課

☎
６
２
―
２
１
１
２

避
け
、
少
人
数
で
の
ご
来
場
に

御
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

農
林
水
産
課

☎
６
２
―
２
１
９
４
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「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

　
（
医
療
費
通
知
）
に
つ
い
て

　

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
被
保
険
者
の
皆

様
に
自
己
の
健
康
管
理
と
医
療

に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
毎
年
１
回
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
１
月
か
ら
12
月
ま

で
の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
、
令
和
４
年
２
月
下
旬
よ
り

順
次
発
送
し
ま
す
の
で
、
到
着

し
ま
し
た
ら
、
ご
自
身
の
受
診

状
況
等
に
つ
い
て
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
期
間

内
に
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
通
知
は
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
に

つ
い
て
は
、
県
内
全
域
に
順
次

発
送
す
る
関
係
上
、
個
別
の
発

送
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
確

定
申
告
を
急
が
れ
る
場
合
は
、

領
収
書
に
よ
り
申
告
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
を
確
定
申
告
の
参
考
資
料

と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い

て
、「
自
己
負
担
相
当
額
」
と

実
際
に
負
担
し
た
額
が
異
な
る

農地パトロール実施のお知らせ

　農業委員会では、１月下旬から２月ま

で農地法に基づく農地パトロールを実施

いたします。

　農地パトロールでは、耕作放棄地の実

態把握や違反転用防止のため、農業委員

と農地利用最適化推進委員が農地に立ち

入りすることがありますので、皆様のご

協力お願いいたします。

◎問い合わせ

農業委員会事務局

( 電話：６２－２１９５)

土地の境界問題でお困りではありませんか？

福島地方法務局と県土地家屋調査士会では、連携して境界問題の解決を支援します。

●筆界特定制度（筆界を明確にします）
　法務局の職員が、専門家の意見を踏まえて、申請者等の意見に拘束されずに、真実の筆界を特
　定します。
　※明渡しなど、所有権に関する問題を直接解決することはできません。

●土地家屋調査士会ＡＤＲ制度（境界問題全般を解決します）
　土地家屋調査士及び弁護士が相談・調停を行い、柔軟に問題解決のお手伝いをします。
　※相手方の応諾がないと手続きを進めることができません。

◎問い合わせ
　福島地方法務局不動産登記部門（筆界特定制度）　　　( 電話：０２４―５３４―２０４８)
　境界紛争解決支援センターふくしま　　　　　　　　  ( 電話：０２４―５３５―３９３７)
　（土地家屋調査士会ＡＤＲ制度）

と
き
は
、
補
填
さ
れ
た
金
額
（
高

額
療
養
費
等
）を
差
し
引
く
な
ど
、

ご
自
身
で
訂
正
し
、
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
の
詳
細
に

関
す
る
こ
と
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
４
―
５
２
８
―
９
０
２
５
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  【 募集住宅の概要 】
名　　称 雁小屋町営住宅 新林町営住宅 駒ケ嶺駅前町営住宅
募集戸数 １戸 １戸 １戸

構 造 木造平屋建 木造２階建

間 取 り ３ＤＫ ３ＬＤＫ

家 賃 20,000 円～
　29,800 円

16,900 円～
　25,200 円

21,800 円～
　32,500 円

駐 車 場 １台　1,500 円 / 月 １台　1,400 円 / 月

名　　称 愛宕東町営住宅 愛宕町営住宅 高見原
町営住宅 中里町営住宅 小川町営住宅

（４階・５階）
募集戸数 １戸 １戸 ２戸 １戸 ５戸

構 造 ＰＣ造３階建 木造平屋建 木造２階建 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
５階建

間 取 り 3 ＤＫ ２ＤＫ ３ＬＤＫ ３ＤＫ

家 賃
22,300 円

～
33,300 円

16,700 円
～

24,900 円

17,400 円
～

26,300 円

21,200 円
～

31,600 円

14,200 円
～

21,100 円

駐 車 場 １台　1,500 円 / 月 １台目　1,500 円 / 月・２台目 1,400 円 / 月 民間駐車場

【 共通事項 】
敷 金 3 か月分の家賃に相当する金額（入居時）
連 帯
保 証 人 入居される方と同程度以上の収入を有する方　２名

家 賃 家賃は入居者全員の収入、部屋の広さ、立地条件等から算出され、毎年収入などに
応じて改定されます。

そ の 他 ・自治会の諸活動に対しては積極的にご協力をお願いします。
・ペット（犬、ネコ、鳥類等）の飼育は禁止します。

　

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
で
は
、
町
営
住
宅
の
入
居

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

入
居
者
資
格

・
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住
居

を
必
要
と
し
て
い
る
方

・
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
居
る
方

（
婚
姻
の
予
約
者
も
含
む
。）

※
た
だ
し
、
60
歳
以
上
の
方
や

条
例
で
定
め
る
方
は
単
身
で
も

入
居
で
き
ま
す
。

・
世
帯
の
収
入
額
が
、
公
営
住

宅
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
収
入

額
以
下
で
あ
る
方
（
一
律
の
額

で
は
な
く
、
人
数
や
家
族
の
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

・
納
期
の
到
来
し
て
い
る
町
税

等
を
完
納
し
て
い
る
方

・
暴
力
団
員
で
は
な
い
方

申
込
方
法　

都
市
計
画
課
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
町
営

住
宅
入
居
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
付

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申

込
書
類
の
返
却
は
し
ま
せ
ん
。）

募
集
期
間　

１
月
５
日
㈬
～
２

月
２
日
㈬

そ
の
他

・
入
居
資
格
審
査
を
行
い
、
応

募
数
が
募
集
戸
数
を
上
回
っ
た

場
合
は
、
選
考
委
員
会
で
選
考

し
ま
す
。

・
入
居
の
際
は
、
新
地
町
に
住

民
票
を
異
動
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課

６
２
―
２
１
１
３
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 人口　/　7,844 人　　　（ ー １ ）

 　男　/　3,924 人　　　（ ＋ ６ ）

 　女　/　3,920 人　　　（ ー ７ ）

世帯数 /　2,780 世帯　    （  ＋１ ）

12 月１日現在（　）は前月比   

人の動き
福島県現住人口

調査月報に基づく

誕生おめでとう
（令和３年 11 月 21 日～令和３年 12 月 20 日届出）

　   （子ども）　　　　　 （親）　　　　  （地　区）

結
ゆう

　佐藤　誠也・里奈　　　今　泉

那
な お

緒　飯土井雄大・陽美　　　渋　民

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

ご冥福をお祈りします
（令和３年 11月 21日～令和３年 12月 20日届出）

　　 （名前）　　        （年齢）　   （地区）　　　

荒　　力　　　　　88 歳　　中　里　　　

森　栄之進　　　　92 歳　　杉　目　　　

目黒　貞雄　　　　94 歳　　小　川　　　

日下　イナヲ　　　97 歳　　小　川　　　

小野　勝雄　　　　76 歳　　雁小屋　　　

山内　安義　　　　85 歳　　高　田　　　

東　　保志　　　　57 歳　　富　倉　　　

掲載を希望しない方は、届出のときにお申し出ください。

　町県民税　　　　　　　第４期
　国民健康保険税　　　　第７期
　介護保険料　　　　　　第６期
　後期高齢者医療保険料　第６期

１月 31 日㈪までに納付、または引落口
座残高の確認をお願いします。

◎問い合わせ　
　税務課　　  （電話：６２－２１１９）
　健康福祉課（電話：６２－２９３１）

今月の

納付

　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

■
﹁
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ー
ス
タ
ー

を
作
ろ
う
﹂

日
時　

1
月
23
日
㈰

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時

※
各
回
30
分
前
か
ら
受
付
開
始

場
所

○
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド　

多
目
的

ホ
ー
ル

内
容

木
枠
に
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
コ

ー
ス
タ
ー
を
作
り
ま
す
。

定
員　

各
回
20
名

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了

対
象　

３
歳
以
上
～
大
人
の
方 

※
お
子
さ
ま
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

無
料

応
募
方
法　

当
日
受
付

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社

新
地
発
電
所
内
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

☎
６
２
―
４
７
２
２

℻
６
２
―
５
９
８
８

〒
９
７
９
―
２
６
１
１

新
地
町
駒
ケ
嶺
字
今
神
１
―
１

　

福
島
広
域
雇
用
促
進

　

支
援
協
議
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

　
福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協

議
会
で
は
、
「
働
き
た
い
ネ
ッ

ト
の
企
業
説
明
会
＠
オ
ン
ラ
イ

ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

１
月
21
日
㈮

13
時
30
分
～
15
時
30
分

途
中
参
加
可
能

参
加
方
法

オ
ン
ラ
イ
ン(

ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
使
用)

内
容

企
業
説
明
会(

30
社
程
度)

・
就

職
相
談
・
お
仕
事
探
し
の
支

援
・
移
住
支
援
の
ル
ー
ム
な
ど

締
切

１
月
12
日
㈬

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

ホームページ
ＱＲコード

◎
問
い
合
わ
せ　

福
島
広
域
雇
用
促
進
支
援
協
議

会
福
島
統
括
窓
口

☎
０
２
４
―
５
２
４
―
２
１
２
１
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しんちまち生涯学習
フェスティバル
２０２２

日時：１/29 �  ９時～ 16 時

　　１/30 ㊐  ９時～ 15 時

　生涯学習フェスティバルは、町で実施している各種教室のほか、公民館・
勤労青少年ホームを利用しているクラブ・団体、地域で活動している自主
サークルなど、多くの団体が参加するイベントです。
　各種教室・サークルの学習発表や作品の展示、手作り作品の販売もあり
ますので、お誘い合わせのうえ、お気軽にご来場ください。

場所：農村環境改善センター・保健センター

主　催　新地町生涯学習推進本部

　　　　（事務局　新地公民館　電話：６２―２０８５）

【スケジュール】
　・学習発表会（29 日のみ）

　・各種教室・サークル等の作品展示（両日）

　・各種教室・生涯学習講座写真展（両日）

　・手作り作品販売（両日）

　【新型コロナウイルス感染症防止へのお願い】
　・会場入口で検温を受け、備付けのアルコールで手指消毒をお願いします。
　・体調不良等の方は入館をお断りする場合もございますのでご了承ください。
　・来場の際はマスク着用をお願いします。
　※新型コロナウイルス感染症等の状況によっては開催を中止する場合がございます。


